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決算審査の流れ

）
日
初
（

）
日
終
最
（

市税
41％

5.2％

3.3％
1.6％

14.8％

歳出

一般会計歳出額
405億6,687万7,532円

一般会計歳入額
429億4,165万3,732円

37億2,583万円
借り入れた市債の返済に
関する経費

47億2,246万円
予防接種や健康診断などの
保健医療や、ごみの処理に
関する経費

176億1,471万円
市税：市民税、固定資産税、
都市計画税、市たばこ税、
軽自動車税等 ○一般会計

収入 支出
429億4,165万円 405億6,688万円

○特別会計
会計 収入 支出

国民健康保険 108億7,577万円 108億4,651万円
介護保険 90億7,010万円 87億5,674万円

後期高齢者医療 15億8,199万円 15億6,849万円
墓園事業 1,719万円 772万円
駐車場事業 1億8,614万円 1億6,708万円

合計 217億3,119万円 213億4,654万円

○公営企業会計（水道事業会計）
会計 収入 支出

収益的収支 15億5,005万円 13億5,917万円
資本的収支 2億6,129万円 8億8,424万円

○公営企業会計（下水道事業会計）	
会計 収入 支出

収益的収支 22億3,539万円 22億1,456万円
資本的収支 13億  23万円 19億3,602万円

22億1,630万円
市債：市の借入金

63億7,426万円
譲与税・交付金・交付
税：国から地方に譲与
される税金など

114億7,319万円
国県支出金：国・県
からの補助金など

国県支出金
26.7％

６億7,038万円
分担金及び負担金・使用料および手数料：
市営住宅使用料、施設入所者の負担金など

7.4％

31億6,895万円
繰越金ほか：財産収入、
寄付金、前年度からの
繰越金など

14億2,386万円
諸収入：小中学校給食費収入など

民生費 ：
38.4％

衛生費 ：
11.6％

総務費 ：
10.6％

土木費 ：
10％

公債費 ：
9.2％

教育費 ：
12.7％

社会福祉や高齢者福祉、
児童福祉などに関する
経費

155億8,399万円

51億6,037万円
学校教育や文化・スポーツ振興
などの社会教育に関する経費42億8,426万円

総務管理、税務、戸籍、
選挙、統計などに関する
経費

40億5,238万円
道路や河川、公園など
の整備や維持管理に関
する経費

消防費 ：
    4.1％

商工・労働・農林費：2.5％

議会費 ：0.6％ 諸支出金 ：0.3％

16億4,168万円
消防・防災対策に関
する経費

10億3,116万円
商工業や農林業の振興
などに関する経費

２億4,941万円
議会運営に関する経費 他の歳出科目に

属さないもの

各種会計決算額

１億1,533万円

			

自
主
財
源

依
存
財
源

歳入

※金額については調整した万円単位で表記しています。
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総務委員会経済建設委員会

福祉教育委員会

決算審査

ごみの組成分析、市民の意識調査の
結果

家庭系ごみの組成分析調査の結果、燃える
ごみの重量比において一番多かったのは厨芥類と
いう生ごみが約40％、続いて、紙類、プラスチッ
ク類という結果が出た。
　食品ロスは、厨芥類のうち約 35％、燃えるゴ
ミ全体の14％程度であるが、意識調査の中でも、
捨ててしまいがちなものは、圧倒的に野菜が多い
という結果となっている。
　また、食品ロス削減に向け、家庭で行っている
工夫に関する質問項目については、賞味期限を過
ぎても自分で食べられるか判断する、冷凍保存を
活用する、または、スーパーで賞味期限間近の商
品を購入するなどの回答が多かった。
　このような結果を、市民全体に周知啓発する施
策について計画に反映することも検討していきた
い。

A

食品ロス削減推進計画策定に向けて行った
ごみの組成分析や市民等の意識調査の結果、どの
ようなことが分かったのか。

Q

地域戦略事業における取り組みの
効果

ｅスポーツは関係人口創出が目的で、1、
2 回の開催で関係人口が増えるわけではないが、
初めて行った結果、６割以上が県外からの参加者
であった。
　イベントを継続して行い、関係人口が増える中
で、地域の担い手になってくれる人も増やしてい
くことが課題と考えている。
　また、ワーケーションについては民間企業と連
携してまずは三島市で体験していただくことが目
的であったが、今回、KDDI アジャイル開発セン
ター株式会社の幹部職員が参加し、三島市をかな
り気に入ってもらえた
ことで市内に事業所を
構えていただいた。そ
ういうこともあり効果
が上がっていると感じ
ている。

地域戦略事業においてｅスポーツの競技大
会や、ワーケーションのトライアルプログラムを
行ったとのことだが、これらの効果と、今後の継
続的な取り組みについて伺う。

「三島駅南口駅前広場の公共交通利用
環境検討調査業務委託」の検討状況

三島駅南口駅前広場については、現在、２
つの案を検討している。１つ目は、現在の東側の
タクシー・一般車両と西側のバスという使用方法
を維持しながら利便性を高めていく方法であり、
２つ目は、西側と東側のロータリーに進入する車
両の種類を入れ替え、さらに形状を一部変更する
ことにより、歩行空間を広げて歩きやすく使いや
すい、かつ車両の事故が発生しにくいものにして
いく方法である。
　現在の検討状況は、土地の大半を所有する JR
東海と協議するとともに、東西のロータリーの機
能を入れ替える場合には、信号機制御の変更等が
必要であり、併せて交差点の改良も伴うため、公
安委員会や三島警察署とも協議している。

A

「三島駅南口駅前広場の公共交通利用環境
検討調査業務委託」について、具体的にどのよう
な選択肢をもって検討を進めているか。

Q

不登校対策事業

ふれあい教室では学習支援に加えて、児童・
生徒が社会性を身に着けるための一環として、小
集団でゲームをしたり、フィールドワークを行っ
たりしている。利用状況は、令和４年度の通級児
童生徒数は 41 名で、令和３年度より若干減って

A

不登校対策事業のふれあい教室について、
具体的な支援内容や利用状況、利用にあたっての
手続き方法は。また、生涯学習センターだけでな
く、中郷文化プラザや北上文化プラザでも対応が
できるようになったが具体的にどのような対応
か。

Q

生活困窮者自立支援事業

生活支援センターの令和４年度の新規の相
談受付件数は 420 件で、そのうちプランを作成し
て継続的な支援を行っているのは 144 件。評価に
関しては、新規の相談受付件数では、人口 10 万
人当たり月 16 件、年間で 192 件という国の目安
値があり、これを上回る実績となっている。ま
た、プランの作成件数については、国の目安値は

A

生活困窮者自立支援事業の自立相談支援事
業における継続的な支援の対象者数と、支援によ
る課題の改善状況などの評価は。また、令和３年
度から開始した家計改善支援事業の実施状況は。

Q

９月７・８日 ９月13・14日

各常任委員会において、所管する各分野を
詳しく審査しました。主な内容を紹介します。

９月11・12日

人口 10 万人当たり月８件、年間で 96 件となり、
これも三島市の実績は上回っている。さらに、プ
ランを作成した対象者のうち自立に向けての改善
が見られた者の割合という指標もあり、国の目安
値 90％に対して、三島市は 86％という結果となっ
ている。
　家計改善支援事業については、令和４年度は
39 件のプランを作成して支援をしているが、プ
ランの作成前の段階で家計に関する相談を受けて
いるケースもある。

いる。利用の手続きは、学校を通じてふれあい教
室に申込書を提出するが、申込の前段階での面談
や見学などの要望には柔軟に対応し、ふれあい教
室と学校と家庭との連携により、その子にとって
より良い支援になるように努めている。
　また、中郷文化プラザや北上文化プラザでの利
用は、希望された場合に職員を派遣する形だが、
自宅から近くなって通いやすい反面で、学校から
近いことが気になる子も
いるため、利用はあまり
ない状況である。

Q

A

公園遊具等の安全点検の概要と結果

「公園内施設保守点検委託」について、遊
具等の安全点検の頻度や対象は。また、安全点検
の結果はどうか。

Q

A 公園の遊具の点検については、年に１回、
遊具のある全ての公園を対象に行っている。
　調査結果については、Ａ判定からＤ判定までの
４段階で評価しており、Ｃ・D 判定については
修繕により対応したり、ロープを張って使用禁止
としているものもある。
　安全点検の結果、場合によっては、自治会等と
協議の上、利用頻度の低いものを撤去するなどし
て、安全確保に努めている。
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９月定例会　議決結果

議案番号 件名 結果

議第63号 令和５年度三島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決

議第64号 令和５年度三島市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

議第65号 令和５年度三島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決

議第66号 令和５年度三島市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決

議第67号 工事請負契約の変更について（（仮称）三島市公営住宅藤代住宅Ｂ棟建設工事） 可決

議第68号 三島市職員の高齢者部分休業に関する条例 可決

議第69号 三島市駐車場条例の一部を改正する条例 可決

諮第１号 人権擁護委員の推薦について 同意

陳情第1号 公共施設である庁舎内において政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情 不採択

認第５号 令和４年度三島市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認第６号 令和４年度三島市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認第７号 令和４年度三島市水道事業会計決算認定について 認定

認第８号 令和４年度三島市下水道事業会計決算認定について 認定

議第60号 令和４年度三島市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決

議第61号 令和４年度三島市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決

議第70号 令和５年度三島市一般会計補正予算（第７号） 可決

議案番号 件名 結
果

改革
みしま 緑水会 新未来21 公明 新風会

維新と
無所属
の会

日本共
産党議
員団

土
屋
利
絵

藤
江
康
儀

古
長
谷
稔

沈
　
久
美

秋
山
恭
亮

野
村
諒
子

佐
野
淳
祥

甲
斐
幸
博

髙
田
康
子

岡
田
美
喜
子

川
原
章
寛

宮
下
知
朗

堀
江
和
雄

鈴
木
文
子

村
田
耕
一

横
山
雅
人

石
井
真
人

永
田
裕
二

弓
場
重
明

本
間
雄
次
郎

服
部
正
平

河
野
月
江

議第62号 令和５年度三島市一般会計補正予算
（第６号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ×

認第1号 令和４年度三島市一般会計歳入歳出
決算認定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

認第2号 令和４年度国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

認第3号 令和４年度介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

認第4号 令和４年度後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

発議第5号

地方自治法第98条第１項に基づく三
島駅南口東街区Ａ地区市街地再開発
における事業計画変更に係る検査に
ついて

否
決 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○

※　○：賛成　　×：反対　　　
※　議長は表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。

＜賛否が分かれた議案＞

＜全会一致となった議案＞

〇
地
域
戦
略
事
業
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自
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運
転
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業
務
委
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０
０
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円
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主
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質
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質
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１
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ル
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し
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い
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こ
の
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、
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島
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走
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は
行
程
の
う
ち
、
２
０
０
～
３
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０

メ
ー
ト
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程
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と
な
る
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ま
た
、
所
要
時
間
は
車
両
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
時
速
40
キ
ロ
の
通
常
走
行

が
可
能
な
車
両
で
あ
れ
ば
10
分
程
度
と

な
る
。
試
乗
は
事
前
予
約
制
な
ど
に
よ

り
、
よ
り
多
く
の
一
般
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方
に
な
る
べ

く
乗
車
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も
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え
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よ
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方
法
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検
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し
て
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く
。
今
回
の
調
査
に
お
い
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、
運
賃
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収
す
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と
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予
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し
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。

質
疑
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
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は
。

答
弁
国
か
ら
の
補
助
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よ
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実
施

す
る
事
業
で
あ
る
が
、
10
月
上
旬
に
は

委
託
業
者
を
決
定
、
11
月
か
ら
運
行
開

始
前
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
12
月
上
旬
に
は
自
動
運
転
の
実
証

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
実
証
成
果
を
取
り
ま
と
め
た

最
終
報
告
書
を
３
月
中
旬
ま
で
に
提
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す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
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和
５
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９
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８
日
に
行
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れ
た

再
開
発
組
合
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
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事
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項
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、
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第
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第
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く
検
査
の
実
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を
求
め
る
も
の
で
、
採
決
の
結
果

賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
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氏

検索三島市議会

すべての議案と結果などの
詳細は、三島市議会ホーム
ページをご覧ください。

この号では次の項目を
Ｐｉｃｋ ｕｐ！

令和５年
９月定例会
９月５日～９月28日

会期：24日間

■今回の議案は…

市長提出議案　20件
議会提出議案　２件

〈議第 70 号〉
【令和５年度三島市一般会計補正予算
（第７号）】（全会一致）
■補正予算額　
3,000 万円

〈発議第５号〉
地方自治法第 98 条第１項に基づく
三島駅南口東街区Ａ地区市街地再開
発における事業計画変更に係る検査
について

一般会計予算を
増額補正

新
た
な
公
共
交
通
の
手
段
を
探
る

〈その他、歳出の主な内容〉
●移住就業支援補助金　　　　2,400 万円
●庁舎建設基金積立金　　　2 億 5 千万円
●税収入還付金　　　　　　　4,500 万円
●施設補修事業　　　　　　　7,300 万円　
　（清掃センター施設修繕料）
●西間門新谷線建設事業　
　　　　　　　　　　  △ 4,389 万 8 千円
●下土狩文教線建設事業　  △ 6,280 万円
●公民館補修整備事業　　      2,240 万円

発議第５号

三
島
駅
南
口
東
街
区

再
開
発
事
業
に
向
け
て
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居
住
支
援
法
人
は
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
の
あ
っ
せ
ん
や
入
居
後
の
見
守
り
等
、
生

活
全
般
に
わ
た
り
相
談
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
居
住
支
援
の

新
た
な
担
い
手
と
し
て
今
後
も
重
要
な
役
割
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
当
該
法
人
と
は
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
た
関
係

を
築
い
て
い
る
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
見
守
り
対
策

	

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
る
三
島
市
の
取
り
組

み
姿
勢
を
示
す
た
め
に
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
内
蔵
・
災
害
対
応

の
自
動
販
売
機
を
導
入
で
き
な
い
か
。

髙
田
　
康
子
　

（
緑
水
会
）

 

自
動
販
売
機
を
活
用
し

た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

売
上
げ
を
維
持
費
用
な
ど
に

充
て
る
仕
組
み
で
、
複
数
の

飲
料
メ
ー
カ
ー
等
が
実
施
し

て
い
る
。
今
後
、
市
民
が
安

全
、安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
比
較
し
、

最
適
な
導
入
方
法
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
居
住
支
援

	

県
内
に
居
住
支
援
法
人
が
13
あ
る
が
、
そ
の
居
住
支
援

法
人
と
三
島
市
は
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
る
か
。

南
二
日
町
で
想
定
さ
れ
る
水
害
の
影
響
に
つ
い
て

事
業
の
い
っ
た
ん
ス
ト
ッ
プ
・
再
検
討
の
逸
機
へ
の
見
解

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
現
状
と
こ
れ

ま
で
の
す
す
め
方

	

物
価
高
騰
が
続
く
な
か
、
今
後
工
事
契
約
に
お
い
て
ス

ラ
イ
ド
条
項
が
設
け
ら
れ
た
場
合
、
変
動
前
後
の
工
事
費
の

差
額
は
誰
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
か
。

 

工
事
請
負
契
約
は
権
利
変
換
計

画
が
知
事
に
認
可
さ
れ
た
後
に
締

結
す
る
こ
と
と
な
る
。
賃
金
や
物
価

の
変
動
に
基
づ
き
請
負
代
金
を
変

更
す
る
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
導
入
す

る
か
を
含
め
、
工
事
請
負
契
約
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
再
開
発
組
合
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
い
く
。

 

再
開
発
組
合
で
事
業
計
画
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
、
補

助
金
額
や
市
の
駐
車
場
の
取
得
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
別
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
補
助
金
の
予
算
化
や
財
産
の
取
得
に
つ

い
て
は
市
議
会
で
の
審
議
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
十
分
な
ご
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
引
き
続
き
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

永
田
　
裕
二

（
新
風
会
）

 

市
場
調
査
で
は
、
商
業
施
設
、
住
宅
施
設
、
市
民
交
流

施
設
や
子
育
て
支
援
の
場
、
観
光
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の

跡
地
活
用
の
意
見
が
あ
る
。
ま
た
、
有
効
な
活
用
の
方
向
性

を
把
握
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
観
光
・
商
業
施
設

で
平
日
休
日
と
も
に
人
流
の
増
加
傾
向
が
高
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

令
和
3
年
7
月
大
場
地
区
の
浸
水
被
害
以
降
の
対
応

	

大
場
地
区
で
発
生
し
た
浸
水
被
害
を
踏
ま
え
、
豪
雨
等

発
生
時
に
お
け
る
排
水
施
設
に
対
し
て
の
三
島
市
の
対
策
・

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

 

大
場
ポ
ン
プ
場
操
作

の
初
動
体
制
向
上
に
向

け
、
運
用
基
準
の
見
直

し
の
ほ
か
、
人
員
配
置

を
周
囲
に
知
ら
せ
る
照

明
施
設
お
よ
び
水
路
の

状
況
が
確
認
で
き
る
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
。
平
時
か
ら
の
市
と
地
元
操
作
員

と
の
気
象
状
況
等
の
情
報
共
有
や
年
５
回
の
訓
練
に
よ
り
、

的
確
に
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

新
庁
舎
整
備
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性

	

南
二
日
町
に
新
庁
舎
の
整
備
（
複
合
化
）
と
な
っ
た
場

合
、
北
田
町
（
現
庁
舎
）
の
跡
地
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
で

き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
道
の
街
路
樹
の
維
持
と
管
理

 

整
備
計
画
の
方
向
性
を
探
っ
て
い
く
た
め
、
副
市
長
を

部
会
長
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。
議
員

ご
提
案
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も
参
考
に
し
、地
元
町
内
会
、

市
民
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
、
皆
様
の
ご
意
見
を
幅
広
く
伺

う
中
で
検
討
し
て
い
く
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｓ

	

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
イ
ベ
ン
ト
を
Ｋ
Ｅ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
対
象
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

 

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
イ
ベ
ン
ト

の
う
ち
、
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
対
象
イ
ベ

ン
ト
は
、
今
年
度
は
2
つ
実
施
さ
れ

る
。
今
後
も
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
対
象
イ

ベ
ン
ト
選
定
の
際
に
は
内
容
や
費
用

対
効
果
を
考
慮
し
、
対
象
イ
ベ
ン
ト

を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
市
民
の
声
や
新
規
登
録
者
数
の
状
況

に
よ
り
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

長
伏
プ
ー
ル
終
了
後
の
活
用

	

噴
水
水
遊
び
施
設
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
・
自
転
車
（
Ｂ

Ｍ
Ｘ
）・
３
人
制
バ
ス
ケ
「
３
×
３
」
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
兼
用
施
設
に
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

横
山
　
雅
人

（
新
風
会
）

 

公
用
車
2
割
減
を
前
提
と
す
る

２
４
０
台
は
、
他
自
治
体
の
事
例
や

直
近
の
混
雑
具
合
等
か
ら
必
要
最
低

限
と
考
え
る
。
平
面
駐
車
場
の
場
合

6
千
㎡
が
必
要
と
な
り
、
残
る
１
千

㎡
の
敷
地
で
庁
舎
を
建
設
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
13
階
以
上
の
庁
舎
と

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
1
階
部
分

が
狭
小
と
な
り
利
便
性
が
損
な
わ
れ
る
。

新
庁
舎
に
は
立
体
駐
車
場
が
ど
う
し
て
も
必
要
か

	

２
４
０
台
必
要
と
さ
れ
る
新
庁
舎
の
駐
車
場
は
、
北
田

町
を
選
択
し
た
場
合
、
ど
う
し
て
も
立
体
駐
車
場
も
建
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

 

ど
ち
ら
の
候
補
地
で
も
多
額
の
事
業
費
や
※
Ｌ

Ｃ
Ｃ
が
見
込
ま
れ
る
た
め
財
源
的
に
は
厳
し
い
が
、

事
業
費
等
が
縮
減
と
な
っ
た
場
合
は
、
跡
地
等
が

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
経
済
効
果
が

見
込
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
差
額
の
一
部
を
投
資

す
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
ち
な
か
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
跡
地
の
利
活
用

	

南
二
日
町
に
新
庁
舎
を
建
て
た
場
合
、
事
業
費
面
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、差
額
の
一
部
を
ま
ち
な
か
に
投
資
し
、

原
資
に
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

古
長
谷
　
稔

（
改
革
み
し
ま
）

 

社
会
福
祉
会
館
等
を
継
続
使
用
す
る
場
合
は
、
早
期
の

大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
る
。
市
議
会
特
別
委
員
会
の
提
言

に
よ
る
施
設
複
合
化
は
、
共
用
部
分
を
合
理
的
に
利
用
で
き

る
こ
と
か
ら
維
持
管
理
費
等
が
抑
え
ら
れ
る
ほ
か
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
行
政
事
務
効
率
化
、
組
織
内
連
携
強
化
の

観
点
か
ら
適
切
と
考
え
る
。

若
年
層
の
利
用
促
進
を
図
る
公
民
館
の
日
曜
開
館

	

地
域
の
担
い
手
と
な
る
若
い
世
代
の
活
動
を
促
す
た

め
、
働
い
て
い
る
人
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
公
民
館
の

日
曜
日
の
開
館
を
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

 

日
曜
開
館
を
し
て
い
る
近
隣

市
町
に
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

若
い
世
代
の
利
用
が
多
く
見
ら
れ
、

一
定
の
需
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
も
踏
ま

え
、
運
営
課
題
等
の
洗
い
出
し
と

そ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
、
前
向

き
に
検
討
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

新
庁
舎
は
役
所
機
能
だ
け
を
集
約
し
て
は
ど
う
か

	

新
庁
舎
は
三
島
市
の
財
政
規
模
を
考
慮
し
、
本
来
の
役

所
機
能
の
集
約
の
み
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
は
含
め

な
い
で
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

野
村
　
諒
子

（
緑
水
会
）

※ LCCとは…ライフサイクルコストの略。
建築物の企画・設計・建設・運用・維持・
解体等の生涯的な費用を総計したもの。

	
工
事
費
が
43
億
円
も
増
え
る
事
業
計
画
へ
の
変
更
を
、

議
員
に
か
ん
口
令
ま
で
敷
い
て
隠
し
、
再
開
発
組
合
で
議
決

し
た
こ
と
は
「
市
民
無
視
」
で
は
な
い
か
。
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三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
事
業
費
増
お

よ
び
土
地
評
価
額

 

９
月
８
日
の
組
合
総
会
で
決
定
さ
れ
た
２
０
９
億
円
か

ら
２
６
１
億
円
と
い
う
事
業
費
増
加
を
、
三
島
市
が
事
前
に

知
っ
た
の
は
い
つ
か
伺
う
。

 

三
島
市
が
所
有
す
る
市
営
三
島
駅
南
口
駐
車
場
部
分
の

土
地
評
価
額
が
坪
単
価
53
万
円
と
い
う
、
根
拠
を
伺
う
。

本
間
　
雄
次
郎

（
維
新
と
無
所
属
の
会
）

 

実
施
設
計
の
進
捗
を
踏
ま
え

て
徴
取
し
た
見
積
も
り
の
結
果
が

大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
こ
と
を
、

５
月
上
旬
に
伝
え
ら
れ
た
。
事
業

推
進
上
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い

こ
と
か
ら
、
工
事
費
の
圧
縮
を
再

開
発
組
合
で
行
い
、
調
整
後
の
工

事
費
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業
の

進
め
方
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

 

再
開
発
組
合
の
鑑
定
で
は
、
再
開
発
事
業
前
の
市
所
有

地
は
近
隣
商
業
地
域
で
あ
る
一
方
、
一
般
地
権
者
の
所
有
地

は
商
業
地
域
で
あ
る
こ
と
や
、
一
般
地
権
者
の
所
有
地
と
比

較
し
て
地
積
が
過
大
で
競
争
性
の
観
点
か
ら
市
場
性
が
劣
る

こ
と
等
が
減
価
要
因
と
さ
れ
た
。
市
独
自
の
鑑
定
も
同
様
で

あ
り
、
適
正
と
判
断
す
る
。

 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住

居
や
就
労
、
家
計
な
ど
生
活
全
般
に

わ
た
る
相
談
に
対
し
、
個
々
の
状
況

に
応
じ
た
支
援
を
し
て
い
る
。
ひ
き

こ
も
り
相
談
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
あ

た
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
談
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
検
討

を
進
め
て
い
く
。

 

概
算
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
算
定
は
、
学

識
経
験
者
や
公
的
団
体
等
の
代
表

者
で
構
成
す
る
新
庁
舎
整
備
検
討

委
員
会
で
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

国
土
交
通
省
監
修
の
文
献
に
お
い

て
、
基
本
構
想
や
基
本
計
画
の
策

定
段
階
で
は
整
備
地
や
規
模
の
検

討
材
料
と
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
資
料
掲
載
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
・
ご
家
族
へ
の
支
援

 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
や
家
庭
訪
問
に
も
対
応
で

き
る
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
を
専
門
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

新
庁
舎
整
備
地

 

新
庁
舎
整
備
資
料
で
は
、
両
候
補
地
の
建
設
費
の
差
は

ほ
と
ん
ど
無
く
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
概
算
の
差
の
み
際
立
つ
。
市
民
判

断
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
の
で
は
。
見
解
を
伺
う
。

 

補
助
金
に
つ
い
て
は
費
用
便
益
比
に
基
づ
き
上
限
を
設

定
し
て
お
り
、
補
助
制
度
の
変
更
等
が
な
い
限
り
、
補
助
金

額
の
増
額
は
想
定
し
て
い
な
い
。
立
体
駐
車
場
の
取
得
に
係

る
市
の
負
担
に
つ
い
て
も
、
権
利
変
換
計
画
の
認
可
後
、
議

会
に
諮
っ
た
上
で
契
約
す
る
こ
と
で
金
額
が
確
定
す
る
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
状
況

 

再
開
発
追
加
工
事
費
の
小
出
し
は
金
銭
感
覚
の
ま
ひ
を

引
き
起
こ
す
。
三
島
市
と
し
て
補
助
金
等
の
負
担
が
こ
れ
以

上
な
い
と
の
認
識
で
よ
い
か
伺
う
。

弓
場
　
重
明

（
維
新
と
無
所
属
の
会
）

 

令
和
５
年
度
に
実
施
す
る
移
住
定
住
促
進
業
務
委
託
に

よ
り
得
ら
れ
る
成
果
を
展
開
さ
せ
、
協
力
事
業
者
を
増
や
し

て
い
く
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
と
の
共
創
に
よ
り
空
き
家

の
所
有
者
や
利
活
用
者
が
相
談
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
。

ま
た
、
地
域
性
に
応
じ
た
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
さ
せ
、

活
力
あ
る
三
島
を
目
指
し
て
い
く
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
る
教
育
格
差
の
是
正

 

三
島
市
が
行
っ
て
い
る
困
窮
世
帯
の
通
塾
支
援
事
業
の

拡
大
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
に
対
す
る
補
助
事
業

の
取
り
組
み
へ
の
考
え
を
伺
う
。

秋
山
　
恭
亮

（
改
革
み
し
ま
）

 

令
和
５
年
度
中
に
把
握
・
分
析
さ
れ
る
子
ど
も
の
生
活

実
態
調
査
で
、
困
窮
家
庭
の
学
習
や
習
い
事
に
関
す
る
実
態

を
踏
ま
え
、
支
援
の
必
要
性
や
次
期
計
画
へ
の
反
映
を
考
え

て
い
く
。
国
の
動
向
等
の
情
報
を
収
集

し
、
よ
り
良
い
手
法
や
財
源
確
保
を
研

究
し
、
貧
困
の
連
鎖
防
止
に
引
き
続
き

注
力
し
て
い
く
。

将
来
に
お
け
る
空
き
家
対
策
の
共
創
方
針

 

三
島
市
で
は
官
民
連
携
の
強
化
と
し
て
共
創
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。
共
創
に
よ
る
空
き
家
対
策
と
し
て
、
将
来
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
。

土
屋
　
利
絵

（
改
革
み
し
ま
）

「
#
不
登
校
は
不
幸
じ
ゃ
な
い
」
に
つ
い
て

 

ひ
き
こ
も
り
相
談
対
応
は
、
内
容
に
応
じ
て
各
課
で

行
っ
て
い
る
が
、
相
談
窓
口
と
し
て
は
、
現
在
、
三
島
市
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
後

は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
え
、市
民
へ
の
周
知
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
な
ど
へ
の
常
設
の
入
口
相
談
窓
口
の

設
置 

困
り
事
に
よ
っ
て
担
当
課
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
の
声
が
あ
る
。
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
で
き
な
い
か
。

岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

思
い
や
り
運
転
の
推
進
に
よ
る
交
通
安
全
対
策

 
交
流
人
口
増
加
に
伴
い
交
通
事
故
増
加
が
懸
念
さ
れ

る
。
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
等
を
通
じ
、
思
い
や
り
運
転
の
取

り
組
み
を
市
内
外
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

 

思
い
や
り
運
転
の
推
進
は
、
交
通
事

故
防
止
を
目
的
に
平
成
24
年
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
、
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者

等
と
連
携
し
、
思
い
や
り
運
転
の
取
り
組

み
を
市
内
外
へ
発
信
し
な
が
ら
、
運
転
手

の
交
通
マ
ナ
ー
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図

り
、
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
の
実
現
に

努
め
て
い
く
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

 

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
タ
ワ
ー
棟
４
階
部

分
に
、
順
天
堂
病
院
の
高
度
医
療
が
入
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

 

タ
ワ
ー
棟
４
階
の
医
療
機
能
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明

で
き
る
段
階
で
は
な
い
が
、
１
フ
ロ
ア
を
一
括
で
利
用
す
る

形
態
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
事
業
関
係
者
の
協
議
は
継
続
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
三
島
市
医
師
会
と
の
意
思

疎
通
を
図
り
つ
つ
導
入
機
能
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

市
役
所
建
て
替
え
に
お
け
る
立
体
駐
車
場
整
備

 

50
億
円
を
か
け
る
立
体
駐
車
場
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ

て
、
詳
細
な
現
状
の
実
証
デ
ー
タ
も
な
く
発
表
し
、
議
論
す

る
こ
と
は
正
し
い
や
り
方
な
の
か
。

佐
野
　
淳
祥

（
緑
水
会
）

 

今
で
も
多
く
の
自
治
体
が
参
考
と
す
る
昭
和
の
論
文
を

引
用
し
て
い
る
が
、現
状
、市
に
お
け
る
業
務
の
増
加
に
加
え
、

自
動
車
で
の
来
庁
者
も
増
え
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
Ｄ
Ｘ

技
術
の
進
展
や
人
口
減
少
な
ど
も
加
味
し
て
、
駐
車
場
の
必

要
台
数
を
設
定
し
た
。

駐
車
場
２
４
０
台
の
計
算
式
数
値
の
根
拠

 

滞
留
時
間
20
分
、
窓
口
利
用
０・９
%
と
し
て
い
る
が
、

Ｄ
Ｘ
が
導
入
さ
れ
る
前
の
数
値
と
思
わ
れ
る
。
計
算
利
用
し

た
こ
の
数
値
は
い
つ
の
時
代
の
も
の
か
。

 

現
状
の
分
散
し
て
い
る
施
設

の
利
用
状
況
を
考
慮
し
た
上
で
、

ピ
ー
ク
時
の
利
用
台
数
等
を
割
り

出
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

仮
に
詳
細
な
デ
ー
タ
を
集
積
す
る

場
合
、
各
駐
車
場
に
長
い
月
日
を

か
け
、
多
く
の
人
員
を
配
置
し
分

単
位
で
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
、
調
査
に
要
す
る
費
用
も
膨

大
と
な
る
。
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本会議
（議案審議）

11 月定例会のお知らせ

本会議は午後１時からの開会予定です。
日程は変更になる場合があります。

   ３       ４      ５     ６     ７     ８     ９

   10      11　　 12　  13  　14　  15     16

   17      18　　 19　  20  　21　  22     23

本会議
（一般質問）

（一般質問
予備日）

本会議
（一般質問）

    日 月 火 水 木 金 土
26      27　　 28　  29  　30　   １    ２

本会議
（議案審議）

噴
出
す
る
赤
褐
色
の
地
下
水
へ
の
対
応

	

第
３
次
三
島
市
環
境
基
本
計
画
の
重
点
取
組
で
あ
る

「
水
・
土
壌
保
全
」
と
し
て
、
市
道
祇
園
原
線
の
赤
褐
色
の

地
下
水
へ
の
対
応
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

当
市
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応

	

マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
各
地
で
起
き
て

い
る
。
当
市
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
状
況
と
そ
の
事
案
に
対
す
る

事
前
事
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

 

市
道
祇
園
原
線
の
赤
褐
色
の
水

に
つ
い
て
、
現
在
、
何
ら
か
の
汚

染
が
発
生
し
て
い
る
と
は
認
め
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
法
令
に
基

づ
き
観
測
井
戸
に
お
け
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
及
び
水
質
の
測
定
を
実

施
し
て
い
る
た
め
、
今
後
も
引
き

続
き
、
観
測
井
戸
に
お
け
る
定
期

的
な
水
質
検
査
を
確
実
に
実
施
す

る
。 

資
格
確
認
の
エ
ラ
ー
に
関
す
る
問
合
せ
が
あ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
へ
の
情
報
連
携
が
不
完
全

だ
っ
た
も
の
は
、
登
録
情
報
を
再
送
し
て
エ
ラ
ー
を
解
消
し

た
。
ト
ラ
ブ
ル
や
情
報
漏
洩
が
発
生
し
な
い
よ
う
正
確
な
情

報
登
録
に
努
め
、
エ
ラ
ー
発
生
の
際
に
は
速
や
か
な
対
応
を

行
っ
て
い
く
。

服
部
　
正
平
　

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

今
後
、
基
幹
交
通
の
行
き
届
か
な
い
地
域
へ
補
完
す
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
既
存
の
バ
ス
や
自
動
運
転
の
ほ
か
、
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も
担
え
る
と
考
え
る
。
地
球
環

境
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
実
現
す
る
た
め
、

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
に
つ
い
て
調
査
、
研

究
し
て
い
く
。

小
さ
な
交
通
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用

	

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
小
さ
な
低
速
電

動
車
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
公
共
交
通
と

地
域
を
変
え
る
可
能
性
を
伺
う
。

 

現
在
の
当
初
予
算
補
完
資
料
と

し
て
の
予
算
案
の
大
要
は
、
十
分

に
そ
の
役
割
を
果
た
せ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
諸
デ
ー

タ
を
紐
づ
け
、
一
元
化
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
で
見
る
こ
と
の
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
予
算
書
の
有
効
性
も
理

解
で
き
る
こ
と
か
ら
、
か
か
る
コ

ス
ト
等
も
含
め
調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

自
治
体
予
算
の
見
え
る
化
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
予
算
書

	

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
予
算
書
内
の
複
数
の
デ
ー
タ
を
分

析
・
解
析
処
理
し
て
グ
ラ
フ
化
・
数
値
化
し
て
表
す
デ
ジ
タ

ル
予
算
書
の
取
り
組
み
へ
の
見
解
を
伺
う
。

 

10
カ
所
に
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
て
い
る
た
め
、
設
置

数
を
増
や
す
こ
と
は
、
今
後
の
運
用
状
況
を
考
慮
す
る
中
で

の
検
討
事
項
と
な
る
が
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
発
信
を
行

う
と
と
も
に
、
市
の
重
要
施
策
を
は
じ
め
、
市
の
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
周
知
で
き
る
よ
う
、
放
映
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
の
た
め
の
備
品
等
の
整
備
状
況
は

部
活
動
の
地
域
移
行
実
現
に
向
け
た
呼
び
か
け
を

	

地
域
移
行
を
実
現
す
る
た
め
に
は
関
係
者
の
ご
理
解
・

ご
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
指
導
者

等
へ
連
携
を
呼
び
掛
け
て
は
ど
う
か
。

 

現
在
、
市
関
係
各
課
お
よ
び

ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
学
校
代
表
で
構

成
さ
れ
る
在
り
方
検
討
会
議
で
協

議
し
て
い
る
。
多
様
な
意
見
を
取

り
入
れ
る
た
め
、
今
後
議
題
と
す

る
内
容
に
よ
り
、
外
部
団
体
や
保

護
者
等
メ
ン
バ
ー
を
適
切
に
構
成

し
、
部
活
動
の
今
後
の
在
り
方
と

外
部
と
の
連
携
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

宮
下
　
知
朗

（
新
未
来
21
）

届
く
広
報
・
伝
わ
る
広
報
を
実
現
す
る
た
め
に

	

一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
市
政
情
報
を
お
届
け
す
る
た

め
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
設
置
数
を
増
や
し
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
っ
た
配
信
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

費
用
便
益
比
は
事
業
推
進
に
お
け
る
絶
対
的
な
判
断
基

準
で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
が
、「
市
街
地
再
開
発
事
業
＋

定
期
借
地
事
業
」
一
体
の
費
用
便
益
比
を
考
慮
し
、
補
助
金

の
対
象
と
す
る
事
業
費
に
上
限
を
設
定
し
た
。
地
元
企
業
の

活
用
も
含
め
、
工
事
費
の
低
減
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。

令
和
４
年
長
期
財
政
計
画
か
ら
の
各
事
業
の
増
加
額

	

令
和
４
年
５
月
作
成
の
長
期
財
政
計
画
と
現
在
を
比

べ
、
新
庁
舎
、
再
開
発
、
長
伏
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
藤
代
住
宅
、

体
育
館
整
備
の
各
事
業
の
増
加
額
を
伺
う
。

工
事
中
に
駅
前
の
代
替
駐
車
場
を
確
保
す
べ
き
で
は

 

現
行
の
長
期
財
政
計
画
に
計
上

し
て
い
る
額
と
現
在
把
握
し
て
い
る

事
業
費
の
差
額
は
、
新
庁
舎
建
設
で

約
33
億
円
か
ら
約
57
億
円
、
再
開
発

で
約
4
億
6
千
万
円
、
長
伏
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
約
6
億
7
千
万
円
、
藤
代
住

宅
で
約
7
億
円
、体
育
館
整
備
で
約
2
億
6
千
万
円
で
あ
る
。

費
用
便
益
比
１・０
以
下
で
事
業
を
見
直
さ
な
い
理
由

	

再
開
発
事
業
単
独
で
の
費
用
便
益
比
が
１・
０
を
切
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
内
容
や
設
計
を
見
直
さ
ず

そ
の
ま
ま
推
進
す
る
理
由
を
伺
う
。

石
井
　
真
人

（
新
風
会
）

 

生
ご
み
の
減
量
施
策
と
し
て
、

生
ご
み
処
理
容
器
の
無
償
貸
与
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
機
械
式
生
ご
み

処
理
機
は
食
品
ロ
ス
の
削
減
と
は
な

ら
な
い
が
、
燃
え
る
ご
み
の
減
量
に

効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
処

理
機
能
の
状
況
や
他
市
町
の
実
施
状
況
を
調
査
研
究
し
、
助

成
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
建
設
コ
ス
ト

は
国
の
新
営
予
算
単
価
、
そ
の
他
は
国
監
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
算
出
し
、
将
来
の
物
価
上
昇
を
加
味
し
て
い
る
も
の

の
、
現
段
階
で
は
検
討
の
た
め
の
概
算
値
で
あ
る
。
今
後
、

規
模
や
形
状
な
ど
が
確
定
し
て
い
く
中
で
、
詳
細
な
算
出
が

可
能
と
な
る
。

ご
み
排
出
量
削
減
の
た
め
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
を

	

令
和
3
年
度
市
民
一
人
当
た
り
一
日
の
ゴ
ミ
排
出
量
は

８
２
３
ｇ
で
、
そ
の
う
ち
生
ご
み
が
41
％
を
占
め
て
い
る
。

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
制
度
は
で
き
な
い
か
。

北
田
町
で
の
立
体
駐
車
場
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

	

詳
細
設
計
の
な
い
北
田
町
で
の
立
体
駐
車
場
の
80
年
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
、
建
設
費
9
億
円
、
運
用
費
5
億

円
、
保
全
費
37
億
円
の
明
細
と
積
算
根
拠
を
伺
う
。

村
田
　
耕
一
　

（
公
明
）

堀
江
　
和
雄

（
公
明
）

12/

議
場
見
学
に
よ
う
こ
そ

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
皆
さ
ん
が
、

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て

議
場
見
学
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
議
席
に
座
っ
て
議
会
に

つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た
り
、

議
場
を
自
由
に
見
学
し
た
り
、

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
を
機
に
、
少
し
で
も
議
会

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
な
ら

嬉
し
い
で
す
。
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 ４～６日　福祉教育委員会行政視察
 ７日　議会報告会運営会議
11 日　夏の交通安全県民運動初日一斉
  　　　街頭広報
14 日　議会運営委員会
18 日　議会報告会運営会議　　　　
31 日　東部地区６市４町議会議長連絡会

 １日　議員説明会
 ２～４日　経済建設委員会行政視察
 ７～９日　総務委員会行政視察
10 日　議会報告会運営会議
　　　  各派代表者会議
15 日　平和都市推進事業街頭啓発事業
24 日　議会報告会（三島市役所）　
25 日　議会報告会（北上文化プラザ）
26 日　議会報告会
　　　　（中郷文化プラザ・錦田公民館）
29 日　各派代表者会議
　　　  議会運営委員会
31 日　議員説明会
　　　  議員意見交換会

 ５日～ 28日　９月定例会　
 ５日　各派代表者会議
　　　  本会議（議案審議）
　　　  議会だより編集委員会
 ７・８日　経済建設委員会（決算審査）
11・12 日　福祉教育委員会（決算審査）
13・14 日　総務委員会（決算審査）
20・21・22・25・26 日　
　　　  本会議（一般質問）
21 日　各派代表者会議
　　　　議会運営委員会
28 日　本会議（議案審議）
　　　　議会報告会運営会議

月7

月8

月9

視察報告

先進地に学ぶ三島市が抱えるさまざまな課題を
調査するため、委員会で先進地を
訪問し、視察研修を行いました。

南目垣・東野々宮地区のまちづくりについて
－大阪府茨木市－

　交通アクセスの優位性による立地ポテンシャルこそ最大
の強みとの位置付けから、地権者と行政が一体となり、令
和元年 9 月に市街化区域へ編入、用途地域を準工業地域
に決定、土地区画整理事業等の都市計画決定を経て、同
11 月に区画整理組合が設立された。事業手法として注目
すべきは、高齢化する地権者や地域住民の声を市がしっ
かりと引き出しつつ、目指すべき将来像を市が提示する中
で、全体の意識を高めていったことにある。

新庁舎の整備について －兵庫県伊丹市－

　来庁する目的は証明書発行がほとんどという現状を踏
まえ、ICT を活用した簡単で便利な市役所を実現するた
めに、365 日スマホで各種証明書などの申請ができる
ようにした。また、ほとんどの窓口においてキャッシュ
レス決済を可能とした。さらに、職員と非対面で納付で
きる公金全自動収納機も導入した。職員に固定の席を設
けず、更衣室も廃止し、徹底的にスペースの見直しを行っ
たことで、コンパクトな庁舎となった。

DXの取り組みについて －三重県桑名市－

　窓口の ICT 化のみならず、職員の管理、市民へのデ
ジタル教室、MaaS の推進における自動運転実証実験な
ど、さまざまな ICT を活用した DX 推進を行っている。
全職員がデジタルの知識と意識を持ち、職員の意識改
革が進むことで、自
分たちの業務の改善、
ひいては市民サービ
スの向上になること
を目指している。

総務委員会 8/7～9

個人スペースの大幅削減、フリーデスクの
採用、市民の集まる場所の設置など、既存の市
役所の概念を大きく転換した庁舎であった。
本市でも検討すべき点が多いと感じた。

スマートウェルネスシティの取組について －大阪府高石市－

　平成 23 年から健幸づくり拠点やウオーキングコース、自
転車レーンの整備などのハード整備、筑波大学久野教授の
研究室とタイアップした健幸教室、市民ボランティアによ
る健幸ウオーキングイベント等の開催、無関心層対策とし
ての健幸ポイント事業などに取り組んでいる。市民の移動
手段において、近隣他市町よりも自転車での移動が圧倒的
に多いなどの結果が見られているが、国庫補助の終了を見
越した健幸ポイント事業の見直しなど、課題も残っている。

登校支援室について －愛知県春日井市－

ひきこもり支援センターの取組について －愛知県東海市－
　平成 21 年からひきこもり支援センター「ほっとプラ
ザ」を開設し、当事者や家族に対してのひきこもりの相
談や支援に加え、居場所の提供を実施。生活困窮者自立
支援法に基づく国庫補助金を活用し、社会福祉協議会と
NPO 法人に委託して運営されている。利用者は 10 代
から 30 代が多く、概ね 90 名程度の登録者がある。支援
にあたっては「そのままでいいよ」という全面受容を重
視し、本人の困り感に応じたサポートを心掛けている。

福祉教育委員会 7/4～6 
空き家対策について －京都府京都市－

　京都市の平成 25 年と平成 30 年を比べると空き家数で
8,290 戸減少、空き家率で 1.1ポイント減少している。平
成 26 年に京都市空き家等の活用、適正管理等に関する条
例を施行し、平成 27 年には国の空き家等対策推進に関す
る特別措置法が施行さ
れた。令和 4 年には非
居住住宅利活用促進
税条例を制定し、令和
8 年度以降導入予定で
ある。

morineki（北条まちづくりプロジェクト）について
－大阪府大東市－

　大東市公民連携基本計画において、能動的なまちづく
りによりまちへの矜持を再構築するために、「自分でつくっ
たまちに住む」を開発理念とし、大東に住み、働き、楽しむ、
ココロとカラダが健康になれるまちを目指している。
　この計画のリードプロジェクトである「北条まちづくり
プロジェクト」は、次世代につながる住宅地域の再生を
図るために、エリアに点在する公的資産を活用して一体的、
段階的にエリア開発を進めるものであり、「morineki プロ
ジェクト」はそのスタートアップ事業として、全国で初め
て公民連携事業手法を用いて、借上げ公営住宅・民間賃
貸住宅の住宅棟、生活利便施設等の整備を行った。

あま咲きコインについて －兵庫県尼崎市－

　あま咲きコインは尼崎市独自の地域通貨で、専用ア
プリやカードを利用し、市内取り扱い加盟店で１ポイ
ント＝１円で利用できるキャッシュレス決済サービス
である。チャージすることにより、繰り返しの利用を可
能としている。また、健康づくり・ボランティア活動・
SDGs につながる事業などに参加したり対象物品を購入
したりすると、その事業に応じて設定されたあま咲きコ
インを取得でき、貯めたポイントを市内取り扱い店で買
い物に利用することで、尼崎市内の経済の活性化につな
げようとするものである。

経済建設委員会 8/2～4

周囲への波及効果を期待できる力量のある先生
を支援室の担任にするなど、先生方の関わり方
や運営方法により効果に差があるとのことで、
三島市でも参考にしていきたい。

　不登校者数が毎年増加する中で、新たな不登校者をつく
らないための初期対応や学校内での安心できる居場所づく
りを目指して、令和２年度に３中学校に登校支援室を設置
し、令和４年度には 15 中学校全てに登校支援室を設置した。
　登校支援室では主に支援室に常駐している支援員と、
支援室担当教員をはじめさまざまな大人が支援に関わり、
多角的で重層的な生徒理解から適切な支援につなげるた
めに PDCA サイクルを生かしたチーム支援を行っている。
また、通い方や登校後の過ごし方を生徒が自分で決め、
学校の中に安心して
過ごせる居心地の良
い場所をつくること
を目的として運営さ
れている。
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　公職選挙法により、議員が選挙区内でお中元やお歳暮、ご祝儀を出すことや、有権者が議員に対して寄付
を求めることは禁止されています。また、議員が年賀状などのあいさつ状を出すことも禁止されています。
（答礼のための自筆によるものは除きます。）市民の皆さまのご理解をお願いします。

　令和５年度議会報告会を８月に開催しました。今年は、「三島市役所の建て替え」をテーマとし、市民
の皆さまに活発に意見交換していただきました。　
　会場または電子申請にてご意見、ご要望をお寄せくださった皆さま、ありがとうございました。

議会報告会でいただいたご意見、
ご要望を踏まえ、意見を市長に
提出しました。

※議員本人が結婚披露宴や葬式等に自ら出席する場合は、罰則の対象になりません。
　（ただし、選挙に関する場合や一般の社交の程度を超える場合は処罰されます。）

お中元・お歳暮 結婚祝※・香典※入学祝・卒業祝 病気見舞い

議会だより 編集委員会
委員長：河野　月江　　副委員長：村田　耕一　　委員：沈　久美、髙田　康子、宮下　知朗、永田　裕二、本間　雄次郎

議員の寄附は禁止されています！

　議会報告会レポート
令和

５年度

意見交換①　新庁舎整備候補地について

意見交換②　新庁舎に求められる機能について

【北田町（現在地）派】　　　　
・中心市街地の活性化に
　繋がる
・交通の便が良い
・南二日町は防災上
　不安がある　etc・・・

・機能的な貸会議室
・市民が使えるフリースペース
・交通網との一体化

・DX化による「行かなくてよい」市役所
・コワーキングスペース
・託児スペース　etc・・・

【南二日町広場派】　　　　
・建設費用が安価
・現庁舎跡地を有効活用
　すべき
・北田町は駐車場が狭い
　etc・・・

【その他】　　　　
・現中央町別館の隣接地に
　建設し、現在地を駐車場
　にしてほしい
・中郷地域に建設して
　ほしい　etc・・・

10/16
（月）

　
　
　
　
　
▼
中
郷

文化
プラザ

　
　

　　
　　　　▼北上文

化
プ
ラ
ザ

　
　
▼

錦田
公民館

　
　
　
　

　　
　　　▼三島市役所

意見の内容等、議会報告会に関する情報はHPからご覧ください。
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